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母音 純名 サ変 形動
A 9．5 5．8 19．2
E 2．6 0．7 3．4
1 25．4 30．8 20．7
0 8．4 3．9 3．6
u 35．9 43．0 38．8
N 16．9 15．6 14．4
Q 0．1 G 0
一 1．3 0．2 0
総度数 22070073η 3262
接辞
　7．7
　1．5
32．0
　7．8
25．5
25．3
　e．3
　0
69446
圃名
30．4
　3．6
21．5
13．4
21．9
　8．O
　o
　1．3
55683
形容
e．4
0．3
64．I
e．3
32．2
0
2．7
0
4061
1g．9
　6．8
31．e
　O．9
35．4
　玉．9
13．O
　e
34905
12．8
12．8
32．6
18．圭
20．9
2．6
倉．2
0
566
助動
42．1
20．4
15．0
　2．2
王6．2
　王．2
　3．O
　o
18892
助詞
26．0
26．8
12．玉
34．6
0．王
O．4
0
e
24484
表内　総度数を除く数値は衝分率
＊　この褒は品詞ののべ数によって作られているが，晶詞分類のためにはのべよりこ
　となりのデータの方が有効である，品調Slj語彙表（報告38）を参考にして，衷中の
　数字を解釈する必要があるu
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純　名　詞
サ変語幹
名詞性接辞
形　動　名
動　　　詞
形容詞
副　　　詞
固有名詞
接　続　詞
連　f本　詞
　　　表8．梱関行列表
◎　　　　　　　語罷母音・のべ
◎◎　　　　　　　◎e．7以上
＠＠　＠X　O－O．4　　　　　　　　A－O．！＠＠o＠　　　　　　　　xO．1未満（含洋藍）母◎◎o◎
ooooo＠ooo＠ooo×　×　X　A　x　x　X　O
×　×　×A×X　Z）i　＠＠
純サ接形動形謝固接連
名変辞動詞容旧名続体
　動詞には他の品詞とくらべて，
綻音Q・Eが多い。これば動詞の
活用語尾（連用形・仮定形）の影
響である。形容詞には1が64％と
特に多い。これは形容詞の活用語
羅（終止形。連体形）の影響であ
る。また，Aが0．4％とあるが，
これはエラーデータ「：おかしな・
浅」がまぎれこんでいたためである。形容詞の語尾にAは存在しない。動詞と
形容詞は他の品詞にくらべ0が少ない。翻詞には，他の贔詞には少ない0・E
が多い。接続詞・連体詞・感動詞は他の品詞と異なるが，異なり語数が少ない
ので，このデータからは結論を出すのは危険である。
　上記の特徴，表8。相関行列表・語尾母音から，品詞を，固有名詞を除く名詞
のグループ，動詞・形容詞のグループ，副詞・固有名詞の四つにグループ分け
できる。このことは，κ2検定でも危険率1％で有意差を認めることができた。
〔母音連続〕
　母音連続とは，単下（短単位）中の子音（または，一，Q，　N）をはさんだ母
音の連続をいう。図示すれぽ，下のように　　で結ぼれた母音の連続である。
　　　　　　　　　　＃ATAMA　KANNKIJO＃U　　　　　　　　　　　　一）　　　　　　”S．V・’V一へ～！
　以下では，サ変動詞の語幹，動詞，形容詞，副詞について調べた結果を報告
する。
〔総計に対する割合が5％以上の母音連続〕
　サ変語幹　OU，　IO，　EI，　UI，　IU，　AI，　UU
　動詞　　　AA，　UU，　AU，　IU，　AI，　AQ
　形容詞　　AA，　AI，　H，　AU，　OO，　UU
　副詞　　　　AA，　Al，　AU，　OU
　サ変語幹の母音連続は漢語のそれとほとんど同じである。
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　動詞の母音連続の特徴は，Uが後に来る連続（UU・AU・IU）が多いことで
ある。それだけで，全体の31．3％をしめる。AQのように，　Qが後に来る連続
が多いことも，他の異なる点である。Uが後に来る連続は必ずしも動詞の語尾
だとはかぎらない。次の例は語頭からの連続の例である。
　UU　ウツル，ツウズ，ツヅク，ウルポウ，クユラス，ウツ，ツム，フク
　AU　アルク，ハズス，ナグル，カクレル，
　IU　ミツカル，ミクラベ，シズマル，イプカル，イツワル，
　AQは語尾が多い。
　形容詞の母音連続はAA・H。00。UUと同じ母音の連続の型が多いこと。
5％以kの母音連続の合計が57．3％と全体の半分以上を示める，つまり，ある
母音連続の型に集中しているということが特徴といえよう（理論上可能な連続
の型64のうち1％以上の連続17）。1が後に来る連続は全体の38．9％をしめ
る。これは語尾の影響であるといえよう。もちろん，語頭，語中にくる例もあ
る（イチジルシイ，イキオイヨク，チイサク）。
　副詞の母音連続は5％以上の連続が四つ（合計32．7％）しかないことからも
しれるように，母音の型がいろいろあり，その頻度も全体にちらばっているこ
とが特徴といえる（理論上可能な連続の型64のうち1％以上の連続30）。また，
素語の特徴であるAA・AU，漢語の特徴であるOUが共に5％以上あること
からわかるように，漢語と和語の特徴をあわせもっているといえる。
4．　ま　と　め
・以上，現代日本語（新聞に用いられた単語・短単位）を贔詞別に見た時，次
のことが明らかになった。
　　1）　モーラ数について
　のべで，1モーラが多い助詞・助動詞，2モーラが多い名詞性接辞・感動詞・
接続詞・動詞・連体詞，3・4モーーラが多いサ変語幹・形動名。固有名詞・純名
詞・副詞の3グループに分けることができる。
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　ことなりで，2モーラが多い助調・助沖詞・名詞性接辞，2・3モーラが多い
感動調・連体詞，4モーラが多いサ変語幹・溶血名・純名岡・固麿名詞・形容
詞・動詞。副詞の3グループに分けることができる。
　2）　子音について
　名詞類に漢語の特徴が，動詞。形容詞に和語の特徴が見られる。
　動詞にR，形容詞にS・K，副詞にTが多い。これは語尾の影響であるとお
もわれる。
　3）　語頭子音について
　助詞・助動詞とその他に分けることができる。その特徴は助詞・助動詞に
N・Dが多く，＃が少ないということである。また，その他は名詞類と動詞・
形容詞・副詞に分け喬ことができる。その特徴は動詞などに，Rが少ない，＃
が多く，G・B・Zが少ないということである。
　4）　子音連続について
　サ変語幹は漢語の子音連続の特急を持っている。動詞はR・＃・K・Qが後
にくる連続が多く，R・Qの連続は活用語尾の影響である。形容詞は＃・K・S
が後に来る連続が多く，これは活用語尾の影響である。
　5）　母音について
　品詞をグループ分けするほどの顕著な差異は認められない。動詞にQが多
く，形容詞にAが多く，Eが少ない，副詞に促音Qが多いのが他と比べてわか
る。
　6）語尾の母音について
　名詞類に擁音Nが多く，固有名詞にA・0が，形動名にAが多い。動詞に促
音Q，Eが多く，形容詞に1が多く，副詞に0・Eが多い。他と比べてみてわか
る。
　7）母音連続について
　サ変語幹は漢語の特徴をもつ。動詞はUが後に来る連続が多い。Qが後に来
る連続が多いがこれは語尾の影響である。形容詞は母音連続のバラエティが少
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ない。1が後に来る連続が多いがこれは語尾の影響である。副詞は称語と漢語の
特徴をあわせもち，母音連続のバラエティも多い。
　子音・母音やその連続について晶詞男弓に見たが，そこから出た結果は，現段
階では品詞個有の特徴というより，語種の特徴の反映であることが多い。ただ，
活用諾の語羅や副詞の擬声語・擬態語の特徴は明らかに見られた。次の機会に
は，個々の例をとりあげてのより詳しい分析を試みてみたい。また，本報告の
根関鶴の計算を含め，r音素連続の統計的分析」についても別の機会に詳しく述
べたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（49．10．31）
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